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研究成果の概要（和文）：メガシティ・ジャカルタの住宅地の過半を占めるカンポンの、さらにその半数がオラ
ンダ植民地期から存続する歴史的カンポン（＜百年カンポン＞と呼称）だという申請者の研究成果を基に、＜百
年カンポン＞が、植民地期からの空間的連続性のみならずブタウィ人コミュニティの継続性を有することを明ら
かにした。また、土地供給プロセスに関して、親族間の土地譲渡では非正規の土地権を維持するが、外部流入者
には正規の土地権へ転換して売却するなど戦略的な土地譲渡の傾向が確認された。

研究成果の概要（英文）：Based on my research findings that half of the residential kampungs in 
Jakarta, the largest megacity in Southeast Asia, are historic kampungs that have existed since the 
Dutch colonial period or "kampung satu abad", it was found that the historic kampungs have 
continuity of the Betawi community as well as spatial continuity from the colonial period. In 
addition, a strategic land transfer trend was identified in the land supply process by the 
residents, such as maintaining informal land rights in land transfers between relatives while 
converting them into formal land rights and selling them to outside migrants.

研究分野： 建築・都市史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来のカンポン研究が相互扶助による住宅建設や増改築など戦後の人口流入に対する住民の共助的適応に関心を
寄せてきた一方で、植民地期からのコミュニティの継続性など、これまでほとんど顧みてこなかったカンポンの
歴史的価値を本研究は提示できた。成熟期に入ったジャカルタで歴史性を活かしたまちづくりや都市計画を進め
るための契機となるだろう。また、カンポンはインフォーマル居住地として認識されているが、スクオッターで
はなく、正規／非正規の土地権の使い分けが居住のセーフティネットを形成する上で重要な働きをする示唆を得
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

インフラ整備や正規の住宅供給が遅れた途上国にあって、
肥大化する都市人口の定住を可能にしたのはインフォーマル
居住地である。人口減少社会に入り近代都市計画の綻びが現
れはじめた日本や欧米では、都市計画分野を中心に、そうした
途上国のインフォーマル居住地の原理を住民主体の都市化と
して注目している（城所ら 2015）。 

東南アジア最大の人口を抱えるインドネシア・ジャカルタ
もまた、インフォーマル居住地が数多く存在する。カンポンと
呼ばれる自然発生的に形成された居住地がそれにあたり、現
行法に従って登記がなされていない土地が数多く存在すると
される（Tunas et al. 2010)。カンポンの拡大は、1949 年の完
全独立以降の人口流入が要因となったため、戦後に新たに形
成された居住地として見なされやすいが、研究代表者はこれ
までの研究において、現存するカンポンの半数以上が少なく
とも 20世紀前半の植民地期から存在したことを明らかにした
(図 1)。つまりこれは植民地期の土着のコミュニティを基盤と
して独立後の人口吸収が生じた可能性を示す。したがって、少
なくともインドネシアにおいてはインフォーマル居住地の形
成原理は植民地期の都市構造やコミュニティの連続性におい
て理解されるべきであり、都市史の視点からのインフォーマ
ル居住地形成過程の解明が必要と考えた。 

 

２．研究の目的 

以上を背景に、本研究が設定した核心となる問いは、独立後
のカンポンの拡大は、スクォッターという移住者の一方的な
占拠ではなく、植民地期の土地制度を下敷きにした土着のコ
ミュニティ（主にブタウィ人コミュニティ）の土地供給が可能にしたのではないか、さらにその
プロセスは、既存コミュニティの流出を招いたのではなく、持続を伴ったのではないか、という
ものである。本研究は、植民地期から存続するカンポンを＜百年カンポン＞と定義し、①植民地
期のブタウィ人コミュニティが、戦後の人口流入の過程にあっても解体してしまうことなく、現
在まで存続していることを、ジャカルタ全体の定量分析とケーススタディを組み合わせて検証
し、②＜百年カンポン＞においてどのようなプロセスと土地権で、土地の譲渡や分筆がおこなわ
れたのかを特定地区のフィールド調査をとおして明らかにすることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 都市レベルの定量的なカンポンの動態分析と、特定地区での住民へのインタビューなどのフ
ィールド調査を通じた土地分割や契約内容に関する分析との、二つの手法を組み合わせて解明
を進める。都市レベルの分析では、研究代表者が作成したジャカルタ首都特別州全域でのカンポ
ンの分布データに加え、取得済みの統計データや衛星画像などを利用することで、＜百年カンポ
ン＞のコミュニティの特性を定量的に分析する。フィールド対象地はその結果を用いて選定す
る。なお、土地権については国土庁（Badan Pertanahan Nasional）が公開する土地権の現況図
を基礎資料とする。 
 
４．研究成果 
（1）＜百年カンポン＞における植民地期のブタウィ人コミュニティの連続性 
研究代表者がこれまでに作成したジャカルタ全域の居住環境の類型別分布図（250m メッシュ

単位）に、2000 年の人口センサスの民族データをメッシュ単位に変換したデータを統合して、
＜百年カンポン＞のブタウィ人割合を算出した。その結果、植民地期に何らかの集落があったと
推定される＜百年カンポン＞では、戦後に新たに形成されたカンポンよりも、現況のブタウィ人
割合が高い傾向にあることが明らかとなった（図 2）。戦後の人口流入は中・東部ジャワなど主
にジャカルタの外からの移住者によって形成されたため、現況のブタウィ人の割合の高さは、戦
後の人口流入以前のコミュニティの存在を示唆している。また、統計と実態の乖離が懸念される
ため、これらのデータを基に、複数の＜百年カンポン＞でフィールド調査をおこなったところ、
植民地期からのブタウィ人家族の継続やブタウィ人の伝統木造家屋であるブタウィハウス(Nas 
et. al. 2008)の現存が確認される場所が多く、分析結果の妥当性が示された。 
従来のカンポン研究は相互扶助による住宅建設や増改築など戦後の人口流入に対する住民の

共助的適応に関心を寄せてきた一方で、植民地期からのコミュニティの継続性といったカンポ
ンの歴史的価値についてはほとんど顧みてこなかった。そのため、現存するカンポンの半数が長

図 1．ジャカルタ全域の＜百年

カンポン＞の分布（下）。上は

1930 年代のカンポンの分布 



期の歴史性を持ち合わせているという視点は、国際会議の発表においてインドネシアの行政や
学術界からの参加者に非常に注目された。成熟期に入ったジャカルタで歴史性を活かしたまち
づくりや都市計画を進めるための契機になるように引き続き成果発信に努めていきたい。 
 
（2）ラワベロン地区における土地分割プロセスの復元 
 ＜百年カンポン＞における土地譲渡プロセスの歴史を復元するために、西ジャカルタ市・北ス
カブミ区・ラワベロン地区においてフィールド調査を実施した。この地区は植民地期より花卉生
産地として有名であり、現在でも東南アジアでも随一の花卉市場が存在する。また、ブタウィハ
ウスが 2 棟現存しており、植民地期のブタウィ人コミュニティの継続が確認されたことから当
該地域を調査地に選定した。 
 UAV を用いた居住地全域の航空写真の撮影と、画像解析ソフトによる調査用地図の作成をおこ
なって現在の敷地割を特定し、さらに各世帯に対して、①土地所有の形態、②居住の経緯につい
てインタビュー調査をおこない、長老や自治会長らへのインタビュー調査もあわせて実施した。
その結果、植民地期から当該地区に居住する複数のブタウィ世帯を特定し、彼らの敷地が親族あ
るいは新規流入者に分割・供給されていく過程を部分的に復元できた（図 3）。また、70 年代に
当該地区で実施されたカンポン改善計画（KIP）を通じた主要道路のアスファルト化が、人口流
入の一つの契機であった点、都心部の開発で移住を余儀なくされた人々の受け皿に当該地区が
なっていた点が明らかとなった。従来指摘されていたジャカルタ外からの人口流入の受け皿と
いう点以外に、都心のジェントリフィケーションのバッファとしてジャカルタ内人口移動の受
け皿になっていたことを提示した。 

 
（3）ラワベロン地区における土地譲渡と土地権の関係 
 土地分割プロセスの分析では、土地の譲渡がどのような土地権利の下、実施されたかをあわせ

て分析した。その結果、地元のブタウィ人世帯が遺産相続を子世代に対しておこない、同一敷地

内に血縁者が近接して住戸を建設しながら住戸密度を増やすケースが相当数存在していること

がわかった。国土庁が公開する土地権の地図と照合すると、未登記の土地はそれらブタウィ人家

族が居住する敷地と高い確率で一致し、不法占拠ももちろん存在するが、血縁者間で土地相続を

おこなった箇所であるケースが数多いことが判明した。 

 第二に、新規流入者との土地交換では、1990 年代後半以降は正規の土地権利の下に売買をお

こなうケースが一般的であった。それ以前は、売買証書のみや、オランダ時代に発行された土地

権利書、コミュニティによる慣習的私有権などで、公的な登記なしに土地売買をおこなっている

ケースが大半であったが、ただしそれらも 1996 年の政府の土地権利正規化プログラムの結果、

現在はほとんど土地登記されていた。 

カンポンはインフォーマル居住地として認識され、従来は土地のインフォーマル性が強調さ

れて慣習的土地譲渡が高密度化を支えたと結論づけがちであったのに対して、正規／非正規の

土地権の使い分けが居住のセーフティネットを形成する上で重要な働きをする示唆を得た。こ

の点についてはインドネシア大学が主催する国際会議 iDwell conference で発表した。上記（2）、

（3）の成果は、原著論文として発表予定である。 
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図 2．＜百年カンポン＞のブタウィ人口割合（左）。

1930 年代以降に新規形成されたカンポンのブタ

ウィ人口割合（右） 

図 3．ラワベロン地区のブタウィ人世帯の土

地と新規流入層の土地 
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